
く阿弥陀鼓音声陀羅尼経〉の研究

一向弥陀仏信仰の密教への展開一

中御門敬教

はじめに

く阿弥陀鼓音声陀羅尼経> (以下く鼓音声陀羅尼緩>)は極楽浄土を明かす経典とし

て比較的よく知られている。その中心的な所説は西方極楽浄土に阿弥陀イム(無量寿

仏)がおり，その仏の名手予を正しく受持し唱え，念じて，十日間一心不乱に行えば

見仏で、き，さらに臨終時にかの仏の来迎を受け筏楽浄土の蓮華に化生できることであ

る。当緩は先行する顕教経典(く無量寿経〉く阿弥陀経〉く般舟三味経>)から多くの要

素を承けており，河弥陀イム信仰の展開としても重要である(註記に指摘する)。さら

に阿弥陀仏が出家する以前には父母妻子，成仏以降には声聞の弟子衆があることも説

かれている。この記述は応身(変化身)としての阿弥陀仏を強調する際に，後代の仏

典において根拠とされることが多い。また本経で、は所説の?無死鼓音声王 (Tib.'Chi 

med rnga sgra'i相 !alpo) Jという名の陀羅尼を唱えて阿弥陀仏を供養し作意すれば往

生できると説くように，密教的な要素が登場している。本経は陀羅尼を通じて阿弥陀

仏信仰に密教化の波が及んだ最初期の仏典で、もある。

このlit羅尼の名は所説の陀羅尼の末遣にある「無死なる鼓の音声よ，スヴァーハ。

(amrtadundubhiJ:! svare svaha) Jによるものである。ちなみに，成道後の釈迦がベナレ

スへ向かう途中に出会った， プージーヴィカ教徒ウパカに対する教言にもこの語句は

含まれている。すなわち以下の通りである。

「われは一切にうち勝った者，一切を知る者である。一切のものごとに汚されて

いない。すべてを捨てて，妄執をなくしたから解脱している。みずから知ったな

らば，だれを〔師と]めざすであろうか。われには師は存在しない。われに似た

者は存在しない。神々を含めた世界のうちに，われに比敵し得る者は存在しな

い。われこそは世間において尊敬されるべき人である。われは無上の師で、ある。

われは唯一なる正等覚者である。われは清涼となり，やすらいに帰している。法
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輸を転ぜんがために，わたくしはカーシー(=ベナレス)の町に往く。室園金堂

界において不死の鼓をうたう(Pa.andhabhutasmi lokasmim ahanhi amatadudrabhin 

tilo J (中村元訳)1)

この引用の特に下線部分は，仏法の真実性・永遠性を警喰表現するものと蓄えよ

う。またこの語句は，後にはく河弥陀経〉く金光明経〉においても用いられる。く阿弥

詑経〉六方段(北方)では「最勝音仏 (Skt.Dundbhi-svara-nirgho号a)J として登場

し，く阿弥陀経〉六方段を受けたく金光明経〉四方四仏(北方)にも「微妙音/天鼓

音如来 (Skt.Dundbl言明svara)ーとして現れるように2) 後代には尊格にまで昇華す

る。純然たる密教の典籍，唐不空訳 f無量寿如来観行供養犠軌j 無量寿如来根本陀

羅尼J (cf.大正 No.930) においてもこの語句は見られる3)。

そもそも「陀羅尼j という言葉は「開持陀羅尼 (Skt.sruta-grahal!a-dl批判。J とい

う複合語を持つように，教法の受持に起源を持つ。また陀羅尼は仏を仏たらしめる，

三三世にわたる教法を相続する行為であり，同じく三世にまたがる三身，特に現在仏の

色身の相好を心に刻む念仏と本質的に異ならず，念{L三味，三三味における見fムとも関

連が深いとされていている九そのことは阿弥陀仏に関して念仏三昧，見イム， [i'E羅尼

を説く本経にも妥当する。以上のことから，本経所説の詑羅尼の名称は，無仏の世に

おいて仏の存在を念じ，保っとともに，それが永遠の真実を轟かせつづける存在であ

ることを示したもの， ということになるであろうか。

また当経の三法を随念する部分(通番号 BI仏は不可思議である。仏法も不可思議

である。聖者のサンガは不可思議である。不可思議なものを浄信したならば，果報も

不可思議であるJ)は，チベット仏教においてよく知られており，用いられるとい

う九この三宝不可思議を説く文句は，く大乗浬繋経)6)には三宝の常住を説く個所に

1) cf.中村 [1992Jp.470 この文章はMN.No. 26， APariyes仰 asutta，Vinのla.Mahavagga等lこ
出る。詳しくはibid.，p. 12. note 12を参照のこと。

2) cf.問中 [2004Jpp. 24-26 

3) [党文]阿弥陀(無鼓寿)如来根本陀羅尼 (cf.中村 [1972Jpp.417-418 *金問秀友訳)
i(仏・法・僧の)三宝tこ帰依したてまつる。聖き無量光の如来・供養に応しきもの・正しく
等きさとりをえたるものに!帰依したてまつる。すなわち，オーム， tl露よ，甘露を生み出す
ものよ， 甘露の源なるものよ， ぽ露の胎よ，甘露を完成するものよ， 甘露の威光よ， ti露の
勇E設なるものよ，甘露の努猛なることを行ずるものよ，サ滋の長室25の(如く広き)作用をな
すものよ，甘露の鼓のごと;;::音よ，すべての目的を達成するものよ，すべての行為と煩悩の
消滅をなすものよ。スヴァーノ、。 (namoratna-trayaya. namaJ:! arya(sic.)mitabhaya tathagatayarhate 

samyaksambuddhaya tad yatha of!1 amrte amrtodbhav巴amrta-saf!1bhaveamrta-garbhe amrta-siddhe 
amrta-teje amrta-vikrante amrta-vikranta叩gamineamrta-gagana-krti-kare l!mrta-dumdhbi-svare 

sarvartha-sadhane sarva-karma-klesa時同ayaf!1-kare，svaha.) J 
(金岡訳では rSkt.amr匂jはす露と訳されている。)

4) cf.氏家 [1987Jpp.3-68 
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出ている。阿弥陀仏や西方の極楽浄土の存在を説くく鼓音声陀羅尼経〉は，直後に浄

土への往生を述べているのに対して，如来の常住，一切衆生悉有仏性を説くく大乗浬

繋経〉は fこのく大乗浬繋経〉もまた不可思議j と述べている。漢訳のく鼓音声陀羅

尼経〉は三宝不可思議の訳出自体が不明確であるから捻外するが，両経は文脈こそ異

なるものの，いず

ことに関心を寄せているように思われる。

また陀弥陀仏の雨脇侍として観世音，大勢至の時菩薩が立つとされており，三尊形

式を説く点についても当経は注目される。

経典自体はチベットでは密教経典の分類として，いわゆる田部タントラの内，所作

タントラに分類されて，蓮華部の正尊を説くものとされる。所作タントラは中国・臼

本の分類では「雑密Jvこ担当しく大沼経〉く初会金剛頂経〉などの高度な体系イとを経

る以前の密教経典である。本経所説の詑擢尼は，インドでは後に経典を離れて密教の

阿弥陀仏または無量寿智仏の成就法類にも採用されており，それはチベットにも継承

された7)。すなわち， 10役紀から 11世紀にインドで顕密に重要な著作を残したジ

ターリ訟のく無量寿智儀軌〉には，修行の場に安置すべき「二つの無量寿経 (Tshe

φag med pa'i mdo gnyis) Jが言及される。そのニつは，後にチベットでジターリの阿

弥陀イム成就法に関する王つの著作を綜合したダツェパ9) の著作?無量寿無死鼓音のマ

ンダラ儀軌Jによれば，く鼓音声陀羅尼経〉とく無量寿宗要経〉とされている 10)。こ

の犠軌にく鼓音声陀羅尼経〉は所説の陀羅尼を出すのみであるが，題名には陀羅尼本

来の「無死鼓音」の名が明記されており，く鼓音声陀羅尼経〉との関係は失われてい

なかったようである。

一方顕教において本経は，チベットでも中国でも，語方の極楽浄土，阿弥陀仏の存

在を証す部分，称名により往生できる部分が，法呂されている。特に中国では仏身仏

5) ツォンカパ著?菩提道次第大論 (Lamrim chen 1110) にも引沼されている。その引用は三
:Eの利徳を知って昼三回，夜三回帰依すべきことを説くうち， ilr摂決択分Jに出ている利
徳、」に出る筒i'frである。本来これは?再会伽部地論採決択分Jにあったものではなく， イン
ド，チベットの謀長承の中で， この三友不可思議の文言が「摂決択分Jの記述に相応しいの
で，そこに適用されたものと忠われる (cf. ツルティム，藤仲 [2005~ pp.205-206)。

6) cf.注 19
7) 注21から分かるように本経は陀羅尼の存在のみを根拠としてチベットでは密教経典に
分殺されている。チベットの大学者ブトン・リンチエンドゥプ著?夜、綴真言問タントラの諸
陀羅Aを一つにまとめた十万大陀羅尼 (Gsangsngags rgyud sde bzhi'i gzungs rnams gcig tu 
bsdus ta'i gzungs 'bum chen mo， cf.東北 No.5170-228)には，諸々のタントラから真言，陀羅
尼が収集されているが，そこにもこの陀羅尼が収録されている。

8) 自若手 [1981Jpp.4-7は， ジターリの年代を 960-1040とする。
9) 年代は 1290-1364であり，大学者プトンの法嗣として著名である。
10) cf.藤手1"中御門 [2004J
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こと論との絡みで，いわゆる釈迦成道説を参考にした詑;身の仏格を強調する点， さらに

阿弥陀仏は婆羅門種であり，その国土には父母妻子，悪逆者がいるなどと穣土相を説

く点がよく引用されている。同様に三論宗の浄彰寺慧遠 (523-592) は F無量寿経義

疏~観無量寿経義疏j において r観音授記経Jを典拠とする阿弥陀仏般浬繋説をも

とに，阿弥陀仏の仏格を応身と主張する。また地論宗の嘉祥寺吉蔵 (549-623) は

F観無量寿絞疏Jにおいても前者と同じく阿弥陀仏を応身とする。何れも三身をたて

た上でどの仏格を妥当とするかの立場から応身が強調される。こうした阿弥陀仏応身

説の趨勢に対して反論を加えた人物が道緯 (562-645) であり，彼の立場は後続する

善導らの浄土教に大きな影響を与えた。彼の主著 F安楽集~第一大門第七，

義j では浄彰寺慧遠らがたてた極楽の主を応、身，極楽浄土を町、土とする説に対して反

論を加え極楽の主を報身，極楽浄土を報土とした。この論述の中でく鼓音声陀羅尼

経〉所説の稜土相 (cf.本稿通番号 C)が引用され，それをもって応身の阿弥陀仏の

根拠された11)。ただしこれは阿弥陀仏の持つ一面であり，道線によるとその仏格の中

心は先に述べた通りあくまで報身である。また，宋弧山智内 (976-1022) の?仏説

阿弥陀経疏~ (cf.大正 No.1760) には本経によって 阿弥陀は浄土相だけではなく綴

こと相を現し，釈迦も綾土穏だけでなく浄土相を現していることから，仏の応身には二

重の側面が有ると説く。そして衆生の機は等しくないので，釈迦は折伏により，弥陀

は摂受によって成熟させるが，菩提に歪らせるのは同じであるとしている。これを承

けて南宋宗暁 (1151-1214) の F楽邦文類 (cf.大正 No.1969) には降誕する時には

母など女人がいても，正覚した時には浄土になるとして， I女人根欠は生ぜ、ずj とす

るインドの説を正しいとしている。その他，本経は明大佑?浄土指帰ふ明蓑宏道

?西方合論Jなどにも浄土教典籍として挙げられている。

また日本の，例えば F往生要集Jでは，本経は種々の特教を捉えて言及しながら，

往生の諸行を明かす諸経・呪の一つに挙げ、られている 12)0 11選択本願、念仏集~ r第十四

六方諸仏唯証誠念仏篇jにも智顎?浄土十疑論Jからの孫引きの形で， この経を

念仏往生についての諸仏証誠のー併とする箇所が引用される。しかし教判としては傍

らに柱生浄土を号尽かす教えのーっとし持経と持呪の「読語大乗の行jのうち持呪の

箇所に言及するだけである。さらに長西 F浄土依愚経論章疏目録~ i霊経録第一J，文

雄 F蓮門経籍録J傍依経本類J，継成 F阿弥陀イム説林ム矢吹慶輝「傍説浄土教論集J

などに浄土教典籍として挙げられている。また台密事相を広く集大成した T時裟縛

11) cf. r安楽集j](11浄土宗全議j] 1， pp.676-677)， p.286主平井 [1980Jpp. 298-305， 高橋

[1980]， 内藤 [2002Jpp.59-69 
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抄J第五十三の阿弥陀の項目にも当経は挙げられる1針。注釈警には新義真言宗の俊彦

亮汰 (1622-1680)による「問弥陀鼓音声経紗Jが存在すると言われるが，これを参

照することは叶わなかったl針。

次に党本，蔵訳，漢訳について補足説明を若干行いたい。先ず党文については現時

点では報告されていない。ただし， H. Takaoka， A Micrl併1mCαtalogue of the Buddhist 

Mαnuscripts in Nepal， Vol. 1， Nagoya， 1981， CH539に基づき，塚本，松永，磯田 [1989J

(p. 123) は iAparimitahrdayaJを挙げており， この点については今後調査が必要であ

る。

チベットにおける当経の扱いについては小野田 [1987]，拙稿 [2004J (藤仲氏との

共著)等を御覧頂きたい。他方，現存の漢訳 n可弥陀鼓音声王陀羅尼経は失訳と

されており，梁代に失訳陀羅尼経類を集成したと患われる?陀羅尼雑集J巻田 (cf.

大正 No.1336) にも収録されている。訳者については経典冒頭に f失訳人名今町梁

12) 原信 F往生喜l!:!:fu(u浄土宗全書j]15， pp. 64-65)には，十万に浄ことがあるやで， g立方様楽

浄土に役生することを綴う根拠のーっとして当経が挙げられる。すなわち以下の通りであ

る。

「大文第三日耳極楽談拠者有二。一対 1-方，二対兜卒。(中国在)迦才師三者会浄土論ヲiトニ経七論
※10-12〔滋寿経，二銭経，三小阿弥陀経， IZl:l鼓音声経，五称揚諸仏功徳経，六発覚浄心

経， 七大'*経，八十往生経，九草案師経，十般舟三|床経，十一大将弥陀経， 十二無量清浄平等

党経。く日上。双綴無量寿経，清浄党経，大1'"1弥陀経，河本異訳也〉 一往生論，二起{言論，
三十住昆婆沙論，四一切経中弥柁f易，五室性論，六龍粒j十二礼，七f芸大乗論弥1t't:1局。く巳
上。智f京都※2問之)J

なお長[Ei U浄土依1ff:.~経論主主疏目録』に先行する現存絞古の浄土教!1経籍図録， r!'"1弥柁仏経
論主主主主疏白録j (成立下限 11世紀前半) fこもさ当経は与さげられている。本目録の撰述者として

は滋債の弟子JHPとも沼されており，天台浄土教におけるさヨ経の{立授が理解できる (cf.阿

部，は11崎編 [2005J※執筆者は務合俊典氏)

※1.唐JJi1J才撰?浄土論j](大正 No.1963， p. 91)が直接の出典箇所である。なおibid.，p 93a-b 
では「第四鼓音声王経云~J ではじまる経典の趣意が紹介され，末尾l主「釈日。依此経十日
念仏RP5i!.阿弥陀仏。不論命寿11寺也j と締めくくられる。つまり臨終見仏のみならず平生見仏

の線拠;こさ当経を挙げる。この設のみならずibid.，p. 88c においても十臼十夜の不断念仏を挙げ

た後で，割注において 7止と是鼓音声経。此明現在米死11寺，員日得見仏土包Jと乎生児仏をど説く。
当経は迦才 F浄土論j で計六回引用される。これはさ当経が f正しく本論所依の経論jたる根

拠となるものである (cf.名畑 [1955J巻末円Iffl経論一覧J)。

※2. 石田 [1970Jp.78には「智際、とも脅し奈良時代末期の人。その著さ?に起{言論問異章

一巻や，元1%の雨巻iillA!¥U設寿経宗要の釈があったという。あるいは別人とも考えられるj と

ある。
13) cf.仏議刊行会編 [1912Jp.825 
14) cf.小野，丸山緑 [1999Jp.55 

【俊彦亮汰] (cf. 日本仏教人名際典j，法蔵虫色 1992年， p.828) 
f江戸前期の新議真言宗の僧，長谷寺 111止。元和 8 (1622) ~延宝 8 (1680) 11. 10 ~怠
亮汰字.俊彦，浄泉生陸摩田布施高橋(鹿児島ゐ) 部売典，亮土佐，尊慶事. 9歳
で出家， 18歳で上京して諸方を巡絞し，興法寺iこ住した。のち上乗院の売機から金剛王院流

を受伝， 1648年長谷寺の尊皇室に学び， 57年喜多坊に住した。ついで近江総持寺，京都の般

若寺，仁和ミ'f:tE厳院を経て， 80勾三等命で長谷寺能化，僧IEとなる。線本経典の通意的解釈に
秀でナこ。著 理越経純秘、紗 3巻，科註住心論 3巻， ロ疏科註 6巻，起f言論議議4巻など多数

史.霊長i幻伝記中，続日本高{設伝 11，参 1言問学純・新義真言宗史 掲.密」
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録J とある16)0 国訳一切経宝積部 7J (大東出版社， 1932年， p.271) には訳者

蓮沢成淳氏によって当経訳出状況が簡単に触れられているお。また従来この経には中

国撰述説がある。?浄土宗大辞典Jの f階弥陀鼓音声王陀羅尼経j の項目には， r惰の

「法経録Jーに単本失訳として記録しているのが経録上の初見。おそらくは六朝末期

の疑経 18) とある。しかし蔵訳の奥書だけでなく，本稿において示すように漢訳と

比較検討するならば，間有名詞の違い，インド語を基にした翻訳の痕跡 (cf.注36，

41)，訳出の明瞭さから蔵訳は漢訳からの重訳ではなく，インド譲述であると考えら

れる。

成立年代について

以下の事柄，特に漢訳の年代を勘案すると 5佐紀以降， 6t昨日中頃以前の成立と推

測される。

・蔵訳はかなり後代の典籍であるため一先ずさしおき，漢訳は (cf.世 16) 梁代

(507-557) に翻訳されている。

・直接的な年代の根拠ではないが当経はく無量寿経〉く阿弥陀経〉く般舟三味経)，

15) この題名はj絞訳?警なる 4!lr~:Hl寿t3'の心Ii)U (ア1zags仰 tshedang ye shes d，戸agお(medpa'i snying 
戸0) とは大幅に異なるため， j，後訳をもとにここのずま写語「河弥Iit; J の Jj.f~語を確認することは
困難である。しかし絞訳所設の陀羅尼名 f無死鼓音戸I C'Chimednぽasgra'i rgyal po) から
は，淡訳題名の戸阿弥陀[仏]の鼓音声---""'-J ではなく， r 4R~死の鼓音声~J となる。つまり

は渓訳者は rSkt. amrta (無死/!J滋) を :1河弥陀j と音写したことになる。しかし rSkt.
amita 無量)Jを「阿弥陀」と斎写した可能性も残されている。蔵訳デんゲ)版坂所説の陀緩f尼芭
内で「匂呂 mr t匂a(1'無R探E死/1甘J
?音苦!写写される (cf.E段)入。 i藤漆回[江1970Jp. 2泊90に{は主， ピッ、ノエんやガイガーの指摘に基づき党

諮の rがiになることを指摘しつつも，それがamrtaについて適用される用例は未報告と述

べられている。しかしこの陀羅尼の胤例からはamitaとamrtaの交代はあったようである。
そしてその原因は陀羅尼の性検(読諦)からして音声の類似によるものと思われる。ちなみ

に，渓訳者は対応する ramrta / amitaJの531所を戸阿弥多j と音写し，漢訳題名の「阿弥

陀Jと区別しているので，渓訳題名l主総!Jl!の内容から阿弥陀イムの名を採用した1可能性も考え

られる O

このように渓訳題名(阿弥陀)の原語問題について確定は悶難で‘あるが，内容函からは主任
iiEの鼓王手ではなく，仏法の永続性をうたう無死の鼓二台がふさわしいように思われる。

16) ここの?大正蔵Jにおける注記は以下の通りである。

?失訳人名今附梁鍛工失訳{ゴミ}【'8']，開元附梁録タミ訳人名{元]，失訳人名 l~rJ元 I;ü梁録
[r珂l，欠[福1

17) 本経は， 1街の法経の録に，阿弥陀鼓奇声ヨミ陀羅尼経一巻，単本失訳として出して以来，

諸録は失訳とし， Ij吉元録第十二にはー失訳，捨泣編入，今粁I梁録j と註し，y実元録第九の，

新築失訳諸経の項;こは， この経をはじめ，十四部を出し其の文句iこ尋むるに，是れ迷代

のものに非ず，故;こ梁末;こ編して，以て梁代失源と2与すっとことわっている。 走れ等に依る
と， この経は梁代 (507-557) tこ訳されたものといふことになる。 ~J

18) cf.浄土宗大辞典 1， I.Li宮:房仏~?林， 1974年， p.28 
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特にく無量寿経〉く阿弥陀経〉の内容をよく蕗まえている。しかしく大日経〉以

降ーの高度に体系化された密教を知らない。

-初期仏教においては仏の入滅・不在を嘆き，天の鼓(Pa.deva-dundbhi)が響

いたという (cf.く小乗浬繋経))。後の大乗仏教では初期の衝撃的な例えが一転し

て，仏法の永遠性を示す比喰として主に用いられる。その具体例がく智光明荘厳

経〉や本経であり，それと基調を等しくするものがく大乗浬繋経〉である。また

両者を結びつける特徴となるものが，三宝不可思議の文句である。く大乗浬繋

経)19)の成立年代は漢訳の年代から見て 4世紀とされている。なお同経は基本的

に経典の核としてイム身常住思想、のみを説くより古い部分と，如来蔵思想を説くよ

り新しい部分からなるといわれている。さらに仏の常住を説く部分より，

常住を説く部分は遅れて成立したとされている獄。

-往生浄土と主題となる阿弥陀仏信仰を基謂にしつつ，それを陀羅尼によって包

撰したことにより，後の密教的展開に道を開いた初期の経典といえる。

ちなみに陀羅尼を扱う経典は以前の時代には，部えば悲芸者経詑羅尼品，妙法蓮華経

陀羅尼品などの顕教経典の一部に特定の役割を果すものが多い。それ以後の展開とし

ては大集部諸経が挙げられる。間部の特徴として顕教の経典でありながら，陀羅尼が

大きな位置を占めている。この大集部経典を数多く(大正 NO.397…1~ll ， 13)翻訳

した者に，北涼曇無機 (385-433) がいる。また彼は先に問題とした三宝不可思議の

文が多く説かれるく大乗浬繋経〉の訳者であり，く金光明経〉のような密教の組織化

が始まった経典をも翻訳している。本経は曇無機に代表されるように，大集部や浬繋

部の経典が続々と翻訳され， このような顕教の大乗経典が徐々に密教北しはじめた時

代の産物である。後の唐代になると，純粋な密教経典としての「陀羅尼経」が次々と

漢訳されるのである。

19) 一例として蕨訳〈大乗浬繋経〉第7章?名字功徳品Jiこは以下のように出る。
ヵーシャパ]取し上げて ir窓， l止尊よ。如来は不可思議でございます。説かれた法は不

可思議であります。さまざまの功徳を兵えたサンガは不可思議であります。向様にこのよ本
塁翠盤韮よも不可思議であります。ここにおいて，お言葉の如くに実行する者たちは，正し
く理解する衆生であります。彼らはチャイトヤの如き存在であります。{自の者は苦しんでお
り，然切のアーラヌヤ処にいる者であります。 (cf.下回 [1993Jp. 292， cf. 'Phags pa yongs 
su mya ngan las 'das pa chen po thegμ chen po'i mdo [デルゲ版]東北No.120， Tha. 52a4，北
京版]大谷 No.788， Tu.52b3-4)。
対応する渓訳は以下の通りである。
東普法顕訳 W{ム説大般泥沼緩~迦薬害薩白仏言。主主奇世:尊。如来法身不可思議。所説妙法
不可思議。衆僧功徳不可思議。止七草不可思議。J(大IENo. 376， p. 868在13-14)，北涼i呈主張識訳
「大紋淫繋経~迦業菩蔭復白仏言。装奇i辻尊。如来功徳不可思議。法{段亦溺不可思議。 f量三主
連盤亦不可思議。J(大正 No.374，p.385b2-3)

20) cf.勝崎，小総，下回，渡辺 C1997Jpp. 197-200，下回 [1997Jpp.202-204 
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訳注にあたって

当経には蔵訳と漢訳が存在する。蔵訳はデルゲ飯を底本とし，必要に応じて北京版

を参照した2ll。漢訳は失訳 r阿弥陀鼓音声王陀羅尼経j (大正 No.370) を底本とし

た。これは?陀羅尼雑集j巻第四「阿弥陀鼓音声王陀羅尼J(大正 No.1336) として

f大正蔵j~こ採録されてもいる。本来ならば上記以外の各諸版をも参照し校定テキス

トを作成し訳注を行うべきであろう。しかし本稿においては現代語訳が公表されてい

ない本経の状況を鑑み，先ずは諸訳の内容紹介を中心課題とした。またその擦には経

典を縮かく分け (A~I)，蔵訳と漢訳を対照、できる形式を取った。ただし漢訳は四言

を一勾とした句づくりを主に行っていて，格の訳出は暖味になっており，蔵訳と対照、

させた場合に増減があること， したがって厳密な意味での対比は困難であることをお

断りしておきたい。

注記の付け方としては蔵訳と漢訳の双方にまたがる内容が多いため，混乱をさける

ため原則として蔵訳を中心に注記を行った。その際には先行するく無量寿経>(阿弥

陀経>(般舟三三味経〉の対応箇所を下線を51いて提示しさらに漢訳を中心とした後

代への影響を指摘した。

最後に，訳在にあたっての我々の誤りを御指摘してI良ければ幸いであります。

蔵漢和訳注 阿弥陀鼓音声王陀羅尼経

A.東北 No.676， Ba. 220b5-221a1，大谷 No.363， Ba. 254a2-5 

インド語でArya aρa ri mi ta a yur dznya na hri da ya na ma dha ra J:Zi (聖なる無量寿

智の心呪という名の陀羅尼)，チベット語で 'Phags仰 tshedang ye shesφag tu medtαY 

snying to zhes bya ba 'i gzungs (向上)。一切の仏菩薩に敬礼する。

このように私は聞いた。ある時， tit尊はガンジス湾[にせまる]チャンパー (Skt.

Campa， Tib. Ta sa) の伽伽池 (Skt.Gargara予u号kari♀i，Tib. bsKor ba'i rdzing bu) の岸辺

に，五百の比1I[からなる]比丘の大サンガと，菩薩の大サンガと一会に住しておら

れた。さて世尊は諸よと丘に宣べられた。彼ら比丘たちは世尊にTG答して， tit尊は彼ら

にこのように宣べられた。

21) [蔵訳]Tshe dang ye shes dPag tu med仰 'iSIげingpo zhes bya ba 'i gzungs [デノレゲ版]東北No.
676， rGyud 'bumを中心に使用し， 日ヒ京版]大谷 No.363， rGyudと[デノレゲ版]策北 NO.850
-5， gZungs 'dusも参照した。



く河弥陀鼓音声陀羅尼絞〉の研究 中御門敬教 35 

A. 大正 No.370，p.352b8-12

阿弥陀鼓音声王詑羅毘経 失訳人名今rit梁録

このように私は開いた。ある時仏はチャンパ一回の伽伽霊池に五百人の比丘旬、ら

なる:大サンガと共におられた。そのとき世尊は出家者たちに告げた。

f今お前たちに教えをとこう。」

B22) 東北 No.676， Ba. 221al-4， 大谷 No.363，Ba. 254a5-bl 

「ここから西方に桜楽世界があるハ そこには正等質:者が居られる n 無量寿如来

i選翠L 盟藍住Lヱ車盃23)0 (I) 

誰でも彼の名号を唱えるなら.彼はぞこに牛まれるであろう n 了筏虫ユ血経睦iこ

は.教主が比丘のサンガとともに. 呈止る「であろう124)0 (II) 

そこに女性が存在することはなし、25)。飴「からの?とドは存在しない26)。

諸々の常の蔀華から大神力が牛二主主主車五 27)0 (III) 

食と衣と薬と‘法衣. 臥具、鉢を心で思うやいなや.それらがすぐに牛ずるであ

28) 0 (IV) 

十方に住しておられる諸イムは.梅楽の讃嘆立盟主主29)。そのように仏は不可思議

である。仏法制も不可思議である。 (V)

要者のサンガは不可思議である。不可思議なものを浄信したならば， 果報も不可

思議である31)。浄らかな国土に生まれるであろう。 (VI)

22) この B段は， ゲノレク派のチャンキャ 1iltガクワン・口サン・チュウデン・ベノレサンポ

(Ngag dbang blo bzang chos ldan dpal bzang po， 1642-1715)著 rIT'最上国関r'Uの所縁次第主主
略~(Zhing mchog sgo 'byed kyi dm忽'srzm持zdorbsdus)の冒頭iこ引用されている。またB設の1，
II は，無宗派運動のジュ・ミーパム・ギャムツォ ('Jammgon 'Ju Mi pham rgya mtsho， 1846-
1912)著?極楽国土を浄めるf言を明かすもの ー仙人の教えの太陽-~ (bDe ba can gyi zlzing 
sbyOtぽba'idad仰 gsalbar byedμ-Drang sro昭 lzmggi nyi ma-) にヲ1mされている(和訳
cf.梶i笈 [2002Jpp.437-438，536-537)。

23) く無量寿経〉の対応、箇所は以下の通りである。ただし党本と蔵訳は無長光イムを出す。

[党三iむAshikaga[1965] p. 26， 1.15，蔵訳日浄土宗全書~ 23， p.262， [渓訳]f云呉支謙訳?イム
説阿弥陀三J!l¥三仏薩楼仏檀過度人道経Jj (大.iENo. 362， p. 303b) ，伝後渓支裳迦蓄量訳『仏説然
量消浄平等覚経~ (大正 No.361， p. 282c) ，伝習貌燦{段鎧訳?イム説無鼓寿経(大正 No.360， p. 

270a) ，唐菩提流支訳?大宝積経三「無盆寿如来会(大正 No.310-5， p. 95c) ，法賢訳 fイム説
大乗無主上寿荘厳経三(大正 No.363， p. 321c) 
〈般舟三|床経〉の対応、箇所は以下の通りである。蔵訳l土無量男子仏，

す。党本は未発見である。
渓訳は全て阿弥陀仏を出

[蔵訳PaulM. Harrison [1978] p. 26，漢訳]後漢月氏三歳支婆迦議訳 F般:均三i床経j (大正
No. 418， p. 905a) ，後漢月氏三歳支裳迦談訳 7イム説般舟三味緩Jj(大正 No.417， p. 899a) ，失訳

汗友阪35蔭経~ (大正 No.419， p. 922a) ，精天竺三歳関'!JII*原多訳「大方等大集経堅苦護分Jj(大.iE
No. 416，p. 875b-c) 
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24) 漠訳対応、箆所は f西方の極楽世界に現在仏がおられて阿弥Il't:という名前である。四衆がい

て，かの仏の名前をよく受持すると， この功徳によって[命が]尽きょうとする時，阿弥陀

[仏]はそこで大勢の者たちとこの人のもとに来て，その[姿]を示す(若有四衆能正受持

彼仏名号，以此功徳臨欲終i待阿弥陀op与大衆往此入所令其得Ji)である。後続する rn段

(D.221b1)比JI:たちよ，一切衆生は良く思念して，無量寿如来の名号を良く受持して， ~J 
と関係する。ただし後者のほうがより詳しい説明であるので，く無量寿経><阿弥陀経〉く般

舟三l床経〉との対応関係は注 37にまわず。さてこの笛i所においては，称名念イムを往生国に

挙げる点が特徴的である。称名を往生関とするインド撰述の仏典は，意外なほど少ない。先

行するく無量寿経><阿弥陀経〉にも，往生図としての称名(口称)念仏は説かれない。こ

れに対して中間浄土教の祖師たちが，特に称名(ロ称)念仏の根拠を『鏡無量寿経三(下品

下生段)に求め，教証としての r4!l!i量寿経三第 18綴に「称我名手予j の一句を加え，教義を

明確化させたことが指摘されている (cf.香川 [1993Jpp.235-261))。例えばく無長寿経〉漢

訳で f;念Jと訳される筒所 (*1) を党本で確認すると fどんな衆生たちであってもかの

如来を何度も姿の点から思念し (Skt.manasïkari~yanti， Tib. yid la byed pa) J (Ashikaga [1965] 
p. 42， 1.9) とある。ここの manasiイkrは「作意j であって，ロTfj¥の意味はない。ちなみにこ

の箇所に対応する党本と蔵訳の本願文でも問様である。党本;こは「彼らが澄浄な心によって

私を随念するとして (Skt.anusmareyus， Tib. rje su dran pa) (18額 Ashikaga[1965] p. 13， 

1.22) とある。ここの anuイsmrからも向じく口称の意味は現れない。〈阿弥陀経〉党本は

「彼はかの投書事無盆美子如来の名号を開き，聞き終わって思念し (Skt.manasikari~yati ， Tib. yid 
la byed cing) ~ J (藤田 [2001Jp. 83， l.l)とありまた問じく口称念仏を説かない。漢訳の挑

秦鳩摩羅{十訳行ム説阿弥陀経~ (大正 No.366， p. 347b) ， ，者玄英訳 F称讃浄土仏摂受経Ji(大

IE No. 367， p. 350a)でl主それぞれ f執持名号Jr繋念不吉LJと訳される。

*1.伝支謙訳には f至誠願欲往生阿弥陀仏国，常念奈心不法rr絶者~J， f云支袋迦議訳?こは

f受精原資、銀:主主無量ìJ!f浄仏関，当念至心不新絶者~ f云康{曽鎧訳には「一向専念1!ltr立寿仏

~J，菩提流支訳には「専念類、最寿仏~J，法賢訳には?間此経典受持読論議写供養~J とあ
る。

25) く無量美子経〉の対応、筒所は以下の通りである。

[党本J35願 Ashikaga[1965] p. 18， 1.9， 蔵 訳J36願 f浄土宗金子会Ji23， p.248 
:漠訳]伝支謙訳 2額(大正 No.362， p. 301a) ，伝康{樹立訳 35露目、(大正 No.360， p. 268c) ，菩

提流支訳出願(大正 No.310-5， p. 94b) ，法賢訳 27駁(大IENo.363，p.320b)
26) 渓訳対応箇所は?永久に胎と汚れた欲の姿を離れる(永離胞胎，稜欲之形)J である。こ

こでは化生往生を説くが，例えば迦才l主阿弥陀仏に肉親がいることから，化オニ往生する人の

一方を胎生とする O 詳しくは注 12を参照のこと。く無量寿経〉の対応銭所は以下の返りであ

る。

〔党本JAshikaga [1965] p. 57， 1.22，蔵訳]36綴?浄土宗金書三 23，p.31O 
[渓訳Jf云康{的鎧訳(大正 No.360， p. 278a-b)，菩提流支訳(大工ENo. 310-5， p. 100a-b)，法

緊訳(大正 No.363， p. 325b) 

27) 漢訳対応箇所は「もっぱら浄らかな宝でできた蓮華の中に自ずと化生する。大事11通を具え
ている(純処鮮妙，宗達花中， 自然化生，兵大字111遜)Jである。 d勾は内容からして，むしろ

f大村Iカζよ丘一生ずるであろうj と具絡で読みたいが，蔵訳l主rrdzu phrul chen po 'byung bar 
'gyuじであり，確認できない。

く無量寿緩〉の対応筒所は以下の通りである。

[焚本JAshikaga [1965] p. 32， 1.4， 蔵 訳J36勝、「浄土宗金書Ji23， p.274 

〔淡訳;伝波{首鎧訳(大工ENo. 360， p. 272a-b)，菩提流支訳 35願(大正 No.310-5， p. 97c) 
28) 漢訳対応箇所は fもっぱら清らかなさ在でできた遊楽の中に自ずと化生する。大手qlj設を具え

ている(純処鮮妙，宝遂花中， 自然化生 J三大ネ111遜)Jである。〈無盆翼手緩〉の対応箇所は以

下の通りである。

〔焚本J25願 Ashikaga日965]p. 15， 1.22， 坊主
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B.大正 No.370，p. 352b12-21 

「西方の極楽世界に現在仏がおられて阿弥陀という名前である。四衆がし、てよくか

の仏の名前を受持ーすると， この功徳によって[命が]尽きょうとする持， 阿弥陀

(イム)はそこで、大勢の者たちとこの人のもとに来て， その[姿]を示す。[その者は]

見終わって， たちまち喜びを生じ， ますます功徳を増やす。 こうした理由で[将来]

生まれる場所においては永久に飴と貧染の姿を離れる。もっぱら浄らかな宝でできた

蓮華の中に自ずと化生する。大神通を兵え，光明は光り輝いている。そのとき十万の

ガンジス河の砂の数もの諸仏誰もがともにかの極楽世界を讃嘆した。あらゆる仏の

[具えている 法は不可思議である。神通によって変化身を現わすこと，数々の変化

身を現わし数々の方便〔を現わすこと〕は不可思議である。 こうしたことを良く じ

たなら， その人は不可思議で、あり， 得る業報もまた不可患議であると知るべきであ

るoJ

c.東北 No.676， Ba. 221a4-bl， 大谷 No.363，Ba.254bl-6 

比丘たちよ， 知来， 応、供， 正等覚である無量寿の，周囲を囲まれた宮般といわれ

る， 百三さが一万ヨージャナあるものがあった。[彼は]王族として まれた。比丘た

29) 訳対応箔所は「そのとき十万のガンジス河の砂の数もの諸仏誰もがともにかの極楽世界を

談I喫した(荷主時トガ，慎沙諸仏，皆共讃彼安楽1!1:界)である。く無ihf美子経〉の士、j応i務所は以
下の通りである。

f党本 Ashikaga[1965] p. 41， 1.25， [淡訳浄土宗iti1む 23，p.286，漢訳]伝康{官i鎧訳(大

正No.360，p. 272b) ， ~提流支訳(大正 NO.310ふ p. 97c)，法!夜訳(大IENo. 363， p. 323a-b) 
あるいはく例弥陀経〉で説かれる六万段(党本，蔵訳，1J(~修羅什訳)ないし十方段(ゴミ提

訳)を踏まえたものかもしれない。法然行~tR本願念仏集J f第十四主主六万諸仏IlI~mE誠念仏
篇jにも智頭『浄土ート疑論三からの孫引きの形で経典名が引用されるが，その根拠はここの

了爾時十方寝沙諸仏。皆共讃彼安楽世界」である。

30) 法は，教法と証得法とに二分される (cf.く倶苦言論>VIII 38)。ここの「法J は証得法のう

ち， 十八不具イム法などの「仏の具えている特性」と理解される可能殺がある。

31) 注目の(大衆浬繋経)の場合と同じく，三宝不可思議を述べた後で，意図するテーマ

(X) の不可思議な賛嘆する定例表現かもしれない(仏不可思議，法不可思議，僧不可思議，
X不可思議)。漢訳対応箇所は?あらゆる仏の:具えている]特性(法)は不可思議であ

る。村1通によって変化身を現わすこと，数々の変化身を現わし数々の方便[を現わすこと〕

は不可思議である。こうしたことを良く信じたなら，その人は不可思議であり，得る業報も

また不可思議であると知るべきである(所有仏法，不可思議。科I通現化，種種方便，不可思L

議。若有能(言，如是之苦手。 55知是人，不可思議，所得業報，亦不可思議)~である。ここで
は三宝中の仏法の区泌が明確でないうえに，僧への言及が見られなし、。漢訳のく荻音声Ifと緩

尼経〉が{慢に言及しないことは，下回 [1997Jpp. 202-205 ，こく大衆夜祭経〉において三宝

の常住が説かれるうち， {'誌に関する記述l主成立が遅くて，主事薩のサンガ形成を背jitとするの
ではないかと推測されていることと，符合するように忠われる。ちなみに仏不可思議，法不

可思議を説くものに同じ淫繋吉sIこ分類されるく大悲経〉がある。社1典は以下の通りである。

ci筏5尺 'Phagspa snyil1g rje chen po'i pad ma dkar po zhes bya ba theg pa chen po'i mdo [デノレゲ

!坂〕東北 No.111， Cha. 92a5 北京版〕大谷 No.779，Cu. 105b3-4， ~i奨訳〉高野1J[\j主提耳[\舎
訳?大悲経(大正 No.380，p.961b) 
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ちょ如来，応供，正等覚である無量寿の父は，転輪王の最上賢といわれる者であっ

た。彼の母は具光栄といわれる者であった。彼の妻はクシャトリプの賢護といわれる

者であった。比丘たちょ，如来，応供，正等覚である無量寿の息子は，月光といわれ

る者である。侍者は無垢称といわれる者である。比丘たちよ，無量寿加来の，智慧を

有する者の中で第一[の弟子]となった者は，賢演といわれる者である。神力を有す

る者の中で第一，大積進を有する者の中で第一の者は，大荘厳といわれる者である。

比丘たちょ，無量寿如来の魔は供養王といわれる者である。提婆達多の名前は清澄と

いわれるものである。比丘たちよ，無量寿如来の声器の大衆は，六万の大声器である32)。

32) この段は多く完了時制が用いられているが，0i方極楽浄土や阿弥陀仏の存主Eを説く本経の

基本主張に配慮して，主収益寿如来の出生や出家前の家族に関する部分は過去の事柄として完
了時詰~，そして西方浄土における無長寿仏やその弟子たちの存夜は現在の事柄として現在時
昔話により翻訳した。また阿弥陀仏の出生，弟子など釈迦牟尼の場合を連想させる記述が見ら

れるので，対比させておいた。

蔵漢対照

蔵言f{ E定訳

悶 × 

宮殿 'khor dang bcas pa X 

宮殿の広さ 一万ヨージャナ ト千由旬

生まれ 王族 利利之校i

父 'Khor los sgyur ba'i rgyal po bZang po'i mchog 月上転輪嬰王

母 gZi brjid can 殊勝妙i類、

妻 rGyal rigs bZang skyong ma × 

息子 Zla ba'i 'od 月現

[奉4pTJ弟子(陀葉在) sNyan pa dri ma med 4!l~垢称

智慧弟子(舎利弗) bZang po'i tog 賢光

対1カ精進具足弟子(日蓮) bKod pa chen po 大化

魔王 mChod pa 'i rgyal po 1探勝

提婆途多 Dangba 絞j静

声聞大衆 六万 六万

上記所説の展開形として元普度編九22山遂宗宝鑑(大正 No.1973， p. 306b)がある。すな

わち以下の通りである。

?阿弥柁仏国地 鼓安三日径去。過去劫中有国名妙喜。玉名僑戸迦。祖父j青若手関王。父月上松
輪王。母殊勝妙顔。生三子長臼月明。次回矯戸迦。三日子育衆。 H寺有一仏間t!t。名臼1!!・8在

三と。 A橋戸i!m心発送意。楽捨国{立投仏出家。号El法蔵比丘。又大弥i吃経云。法蔵比丘於1止岳夜

王仏所。発無上怒。一切関:間無能及者。 11寺仏説二百一十億諸仏利土応其心顔。法蔵稽首礼
仏。広説四十八原資云(本経兵載)若不爾者懇不成仏。是特大地震動。天雨妙筆き宮中。間声讃

言決定成イムj

ここでは，月上転輪王と殊勝妙顔のFdjに三子がおり，そのやの次労が位自主E:E仏について

出家し法裁菩緩になったとする等，かなり異なった記述が見られる。
この段の漢訳対応、箇所は「阿弥陀イムは声開と共におられる。~(中略)~阿弥陀仏は偉大

な六万人の比j乏と共におられた(阿弥陀仏与戸開倶。如来応正遍知，;Jt悶号日清泰。基~:E所

住。其城縦広， 十千由旬。於中充満利利之種。阿弥陀仏如来応正i麗知父，名月上転輪塑:E。
;民;母名臼殊勝妙顔。子名月明。至幹事弟子，名無垢称。智慧弟子名臼緊光。神足精i功名倍大

化。主資促J魔玉名目無!銭。ヰヨ提婆逮多名日寂i除。jiiiJ弥陀仏与大比Ji六万人倶)J である。



く阿弥陀鼓音声陀羅尼経〉の研究 仁村御門敬教 39 

c.大正 No.370， p. 352b21-28 

?陪弥陀fムは芦間と共におられる。招来， 応、供， 正遍知[， 阿弥陀仏]のその国は

清泰という。 の住む場所である。 その都市(都)は広さは十千ヨージャナであ

る。:その]中はクシャトリヤが滋れている。阿弥陀仏，如来， tt;供， 正遍知の父は

月上転輪聖王という名前である。彼の母の名前は殊勝妙顔という。子供は月明という

名前である。泰侍する弟子は無垢称という名前である。智慧:第一の]弟子の名前は

賢光という。神力と精進[第一の弟子の]名前は大化という。そのときの魔王の名前

は無勝という。提婆達多がおり名前は寂静という。阿弥陀仏は偉大な六万人の比丘と

共におられた。33)J 

D. 東北No.676， Ba. 221bl-4， 大谷 No.363，Ba.254b6-255a3

比丘主主よιニ盟窓生些童三塁惟して‘無量葵手加支旦盆笠立主三塁控Lエ34)

にわたり仏を髄余し fさらに1 窯の中で散乱亘~多習し栂楽世界に住しておられ

る無最寿在日来を継続的に作窯すべきであるn この f吉祥無死鼓音声王J(dPal 'chi med 

という陀羅尼も常に唱えるべきである。

慢したならば.十日を渦斉た時に無最者組去立且ιるであろう n 十ブ7に佳しておられる

弘主重工盟 (thamscad kvan2:)を開ゑ主主主主35)。善根一明 (thams田dkvan2:) 36)を

極楽世界に廻自したならば.その者が臨殺虫よJき盤量寿如来は面前におもι盃豆島ろ

主J 土色盤量豊如来の仏国土にと主まれるて二車主主37)。

D.大正 No.370， p. 352b28-cll 

「もしも :人がし、たとして:かの仏の名号を受持し， その心を堅闘にし，矯念し，

忘れず， 十日十夜にわたり じむの]散乱を除き捨て，精進して念仏三昧を修習し カミ

の如来は常に安楽世界におられると 知し，憶念を続け， 断絶させてはいけな

L 、。 この T鼓音声王大詑羅尼jを受持して読諦せよ。十日十夜にわたり六時 日プミ

回) に専ら[かの位、を]念じて， 五体投地してかの仏に敬礼し， 正念を墨田にし， 散

乱[する心]を残らず取り除きなさい。もしも心を瞬間ごとに絶えさせなければ， ト

自の内に必ず阿弥陀イムを見ることができる。並びに十方世界の如来， およびその住所

を見る。ただし重障と鈍根の人を除く。今ほんのわずかな時でさえ見ることができな

ければ， 一切の諸善をすべて廻向し，安楽世界に往生できるよう願いなさい。臨終の

日に階弥陀仏と諸大衆はその人の前に現れ，安んじ慰め， 善を誉めたたえる。 この人
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33) この阿弥I~と仏の磯こと栢は先に触れた F安楽集ムあるいはその流れを承けた結i実感撰「釈
浄土群疑論(大正 No.1960， pp. 63c-64b、cf.伝子 [2000J) 以外:こも中医lではよく引用され

ており，特に関心が寄せられているJfJ仰は以下の通りである O

・!ぎ窺造HI~ 妙法建築経玄i宅三(大IENo.1723， p.691a-b)
「知立支音王経阿弥陀仏海妻子故j

-向上(大lENo. 1723， p. 791b) 

I{I也受m身有fV:等。立支音王経説。阿弥陀仏父名月上む母努1，11券妙産ITo釘子コ釘!定等oJ
・宋智内述『イム説阿弥陀経i!]iL1(大正 No.1760， p. 351c) 

f立支王t三E経。阿弥陀仏婆羅門種。ほ名事長j政子妙fJi'L亦右25i愛弟子名:if:o調達。 1現有女人及Jg逆
者。笠iOJ;Wと現磯耳目っ欽先l二二仏生身皆為雨lli:。若t'ft;段随縁71ミ向。 liU:fRi担日正自能現浄土。何不勧

;Ý~生発願生彼而皮令往弥陀国JfI\。答物機三1て手。為化11;殊。表Jljt於一也、有縁J1IJ始終白化。若於
二位、有縁nリ彼此共化。是故釈迦現被ニi二百Iî折伏。弥I~と現浄土苅摂受oJ
• Jéf談議撰?説1~J;垢称経疏(大lE No. 1782， p. 1030a) 

f技省「王綬云。阿弥wと仏。父名月上。母名殊勝妙顔。右子千':]1遊。苅q.ま調達。J
-康法弘ミs ィムJ災削除陀緩尼経教跡義記(大IENo.1803，pp. 1038c-1039a) 

f今者m字詰校生。得IIlJ此呪日Ilt'JJ往生:極楽世界。然弥陀仏関有;tt二種。一為i也前凡夫二采人現

変化浄土。二為地上告J際溌f也受}干]報身浄土。止七二級淫繋之後皆主li処也。政官二王経公。阿弥陀

仏国寿命f収益八 i→応:幼当入illl築。正法滅後過:ド夜分防相11¥[1寺。 4お鋭音1O践。於七宝::I-"fr挺樹下
結VJA鉄主任成等IE党。す日普光功徳UI'=E如来。 卜号具足。 I~I ごH[LI二。技音経三三o 11可制?とな、有無
iiETお問。[iSl名ii'j若手。縦Jl，十千由旬。父j主総玉名月上。 i手名殊勝妙厳。!窓玉名1!¥1;勝。総婆j主多

名;Ji:;(of守者弟子名実![;垢称。J(ただし?主主うま王絞云oJ こ述べられた:cJ}約はく忍:務経〉のrfr説
である。)

• refi担二nヲ#浄土論(大:lENo. 1963， p. 84c) 

r r:司日。日空rJ illï ブ'H~有三二i二。えミヲ、nlll1今凡夫念仏願生私:J FJ土fÍl.o 答日。依立IH史論。Jljfgミ化オ二c
不ri法幸fiことfIl.o 就化土中千二3;tt二種。一念JJ台生c 二是1ヒ生。!治生オニ::jt';-o 復有二種。一狐疑人。

生機楽辺城七宝宮殿"1"0五百歳不sLiムc 名之為胎。此是 <1延長羽子経fJD 二者実右父母。名

之為JJ台。がl絞音声王陀羅尼経説。止七日11阿弥陀仏亦お父母等。経云。域名ffj-若手。 ト千由f旬ザ。 f
中充満利利之毛種E。父三官iJJ上転翰袈王。 l手名穿!dl寿妙顔。子名)j明。奉事弟子。名1!!f;垢称c智慧

弟子1'，撹光。対I足綿子名主化。 Eを::s1削除挺婆達多名寂也く止trヨ別化-l;I]衆生。非今念仏往

生者也。此f!lJ処一。見千子奥底))

・新経太賢i'F大乗起{言論内義時保記(大正 No.1849， p. 420cl 

1 1&鼓音王経云。剤約、11と仏。父名月上o f:B:名事長Jl券妙顔。子名月明。毛主Jjf弟子名 1~.r;垢称。魔玉
名11¥[;勝。調達名;氏。 f収益美子経論云。女人及絞欠。ニ梁種不生。彼二i二既報オ二o 1!if;突女。仏寺滋
イヒ為母等。化分段故c 然現lo先在天処。下方自立仏。放与樹…ド身全5JI]0 又{也受用。亦滅度故。j

・唐笈基撰『大乗j去苑義林ZEJ(大lENo. 1861， p 349a 破箆緩義事u
「立支ご王手玉経云。 阿弥陀仏父名PU二。 iヨ名殊勝妙IMo 降三~::ß 1!!f;勝。調達名 ;JiZ o ~ 
-向上(大正 No.1861， P 364c r三身談林J)

「投資王経説。阿弥花イム。父名月と。!手名殊勝妙r1l1o子名月明。奉事弟子名1!¥[;垢称。!窓三校::s
1収勝。調達名寂。 1!i日ば了論云。女人2え絞欠。ニ菜種不生。 i先走幸It:l:無実女ふ人。イム及35護主化為

j争等。イヒ分段身故此粉。J
・向上(大lENo. 1861， P 371c r仏ニ!こま'ji:J)

「立支~~:玉経云。阿弥陀仏父11月上。母名 01，)務妙顔。有子。有!足。亦有調迷。亦有玉城。若非
fと身í~f;釘Jlt事。 j

34) 英訳文J応1iill所は fもし[人がいたとして;かのイムの名号を受持し(若干J受持彼仏名号)J 
である O 冒頭の称名念仏説から一転して，観;t[!念仏の要素が含まれることになるむこれにつ

いて例えば，お1信託ì:lt 2l!集 u浄土宗全m~ 15， p. 129) I土「念仏詮拠j の第十訴に，念仏

(観想)カ"11生業となるぎl経三当該箆irfrを挙げる。すなわち以下の通りである。

「ト
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はすぐさま大いに喜びを生じる。この由縁によって，願い通りにすぐさま往生でき

るoJ

E.東北 No.676， Ba. 221b4-7，大谷 No.363， Ba. 255a3-7 

比丘たちょ， r無死鼓音声王 ('Chimed rnga sgra'i rgyal po) といわれるその陀羅尼

は向かといえば38:

ta dya tha / sha ba le / a ba le / sa ma dza le / ni rde she (P. ni re sha) / nir dza te / ni ru 

kte (P. ni ru ga te) / nir mu khe (P. ni ra mu khe) / dzwa la pa ri tstshe da ni (P. dzwa la 

ba ra tshe da ni) / su kha ba ti ni rde she (P. su kha ba te nir te she) / a mr te (P. a mi 

te) / a yur ga rbha nir ha ni (P. a yur ga rbha nir ha ni) / a mr te (P. a mi ti) /亙yu与prasa 

dha ne (P. a yur pra sa dha ni) / nir bu ddhi a ka sha ni rde she (P. a ka号hanir de she) / 

a ka sha ni rdza te (P. a ka sha nir rdza te) / a ka sha nir ku sha le (P. a ka sha nir ku sha 

le) / a ka sha nir da rsha ne (P. a ka sha nir de sha ni) / a ka sha a dhi号hthane (P. a ka 

sha a dhi号hthane) / su kha ba ti a dhi宇hthane (P. su kha ba te a dhi号hthine) / ru pa ni 

rde she (P. ru pa ni de she) / tsa twa ri dha rma pra sa dha ne (P. tswa twa ri dha rma 

35) 漢訳対応1怒筒5河1所lは土 fその心を慾詰宿湖!Iい:こしし， 憶念し， ~ (1仁中二

ることができる o si波長びび、:にこ十ブ方']1位止界の立如如I口i来， およびその住所を見る。 (~I苫];l主心， 憶念不忘，

1-Elト夜， 1船会散乱，総IIYJ修袋，念仏三昧，央01皮似来~~言板{主於安楽!止界，憶念総統，勿令
院長絶。受持読議此立主音声玉大|吃緩尼，十 1=1+1え六fI寺専念，五体投地，礼敬彼也、，堅部IIE
念，悉除散乱。若能令心念念ヌド絶，十日之1=1"，必t~J.見彼阿弥陀fム。立主党 iブ]'1止界如来及所住
処)Jである。十日 1-夜の念仏説である。}方i1m才J35f浄土論(火IENo. 1963， p. 90a)には 1-
EI念仏説の叙拠にぎil援を?平等党経Jと波ベて挙げる。すなわち以下の通りである。

了三者須専念;I[可弥pt仏名号c 須別荘厳一道場。焼香放花勝燈JJ"足。誌一阿弥陀イム。安道場

内。 ftTft百i勾束。人部向西。或七EI<小阿弥陀経中fJfJ七日〉 渓 1-EI <鼓音戸支経，清浄平等

11;経1])]-1-f=1 > j 

ちなみにやド等党経ムすなわち伝支袋法n議訳の対応箇所l土以下の通りである。「当一心念

欲生然j立法j争イム図。昼夜ト臼不断絶者寿終f!lJ役生1~~Ji!:rt!I浄仏往u (大正 No.361， p. 292c)，送

主主当王寺)貞一心持??浄主主夜常念欲往生if!\f，量打!?浄仏国。…卜 FI 十否定不断絶c 我皆慈段、之。悉令生1IT~t{1:
清浄化、i主IJ(大正 No.361， p. 293a) 

j原信?往生YJg:Uu(了浄土宗全~Jìl 15， p. 110)にも「言所十日行者出鼓茨戸玉経， ;111浄平等

党経j と同趣;立を11¥す。さらに ibid.，p. 123にはト日十干支の六時念仏によって得られる?将

来勝利未来;こ得る利裁)にちなんで当経の 1-/ヨ念仏説を挙げる。その他，以 Fのj羽例も

ある。

・元普皮編?綴111迩宗宗鐙(大正 No.1973， p. 329a 天主主慈雲式徴主役:生正信傍j より)

「鼓者王経如是説十日卜夜tJ.t若7点線総絡蓋然、努灯繋念、不;説得往生j

・宋巡式撰?往生浄土1iiX願儀(大正 No.1984， p. 491b) 
f第三三朗IE修立 大集渉1七七日。主主管支及大弥I~と経十 FI-I'夜。十六観絞及小5J]\ 1t1と経。明七
日七夜c 取止七三等為j切。決不可滅。言正修2三者。フミ親;命日。 ---J

36) Tib. thams cad kyangは「すべてまとめたものj とL、った一立l対とである。 Skt.api (Tib. kyang) 
の扱いについて例えばMonierWilliams [1956] p. 55aには iApi(主数誌に総数概念を添えるJ
と説明されている。この場合の Tib.kyangは原訟の名残りである。 i夜訳の「仏役尊ー坊をJii
るであろう (sangsrgyas bcom ldan 'das thams cad kyang mthong bar 'gyur ro / /) Jに対して，

渓訳;こは対応が見られず， I夜訳がイン F'原Jl1tから翻訳されたことを推測させる。
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37) 以上の所匂説はく無致実手経〉党本 27主主並びにく阿弥陀経〉党本 10主主，く般舟三事長経〉絞

訳3章を代表とする数典'fl'iの内容を綜合し，そこに陀羅尼読識を往生図として新たに付加し

た段であるc 以下に党本とj波訳を中心にしたそれぞれの当該自議所を以下に示し参考?とした
L 、。

a. く;4¥f，滋寿経〉焚ヌドの対応儀所 (Ashikaga[1965] p. 42， 1.9) 
「さてアーナンダよ，どんな衆生たちであってもかの如来を何度も容姿の阪から思念し多

く無長の妻子根を被え，党りに心を廻して，そしてかのifJ:界に生まれるために将米誓綴すると

しよう。かの1収益光如米応供正等党者{主彼らの臨終が蒸し迫った11寺，無数のi七丘のサンガに

よって潤縫され，崇敬され彼等の面前に]立つでしょう。そこで彼らはかの世主主主ど見

て，澄浄な心があり，他ならぬその緩楽!立界に生まれる。アーナンダよ，善男子，養女人で

欲する者ーがいる。【私は{むならぬ現世においてかの無寂光如来を一体どうすれば見れるであ

ろうか]と。その者によって無上正等党に心を発して，増上沿:楽 (adhyasaya-patitaya
saqltatya， Ihag pa'i bsam pa'i rgyud kyis) を持った者]の[心身の]相続によって，かの仏

国土に心を繋げ，生まれるために諸議根が廼向されるべきである。J
絞訳と渓訳の対応穏i所は以下の通りである。ちなみに淡訳(伝支謙訳，伝支援迦議訳， (:云

康{曽鎧訳)でいうところの三議段上波にあたる。党本，蔵訳，法賢訳には三哉の区別は見ら
れなし、会

[政訳浄土宗全主 23，p.286，漢訳]伝支謙訳(大正 No.362， p. 310a) ，伝支婁迦議訳

(大IENo. 361， p. 29lc) ， 伝康{首鎧喜一ミ(大正 No.360， p. 272b) ， 菩提流3主訳(大正 No.310-5，

pp. 97c-98a)，法賢訳(大正 No.363， p. 323b) 

b く阿弥陀経〉焚本の対応f~í所(藤間 [2001J p. 82， 1.28) 
「シャーリブトラよ，三幸男子あるいは善女人どんな人であろうとも，かのi止J1¥14ftf，盆寿如来の

名号をI封]き，そして[却し、て思念するとします。一夜，あるいは二夜，あるいは三夜，あるい

は関夜，あるいは五夜，あるいは六夜，あるいは七夜にわたり散乱しない心の者が思念する

とします。かの善男子あるいは善女人が死に至る時，声聞のサンガに西経され，菩薩の集い

に主主敬されたかの無量寿如来は，その死に杢りつつある者のli討に立つであろう c そしてかの

者は心が転倒せず死ぬであろう。その殺が死んでからその同じ無量寿虫IJ米の仏罰土である極

楽世界に生まれであろう。J
蔵訳と漠訳の対応箇所は以下の通りである。 D表訳 (r浄土宗'全illJ23， p. 348) ， [淡訳〕

銚秦鳩摩縫什訳?イム説阿弥陀経(大正 No.366， p. 347b) ，路玄奨訳?称讃浄土仏摂受経~ (大

正No.367， p. 350a) 
c. <般舟三味経〉放訳の対応fiii所 (PaulM. Harrison [1978] p. 27， 1.12) 
「そのようにパドラパーラよ，菩薩の荘家者であっても，出家者ーであっても，静かな場所に

独り赴いて，主任って，如来・応{共・ IE等党・無fiE寿fムを，今まで聞いたilliりの姿によって作

意して，淡惑に過失なく，念が散乱することなく，一日一夜，あるいは二[日一夜J，ある

いは三 EI一夜三あるいは四〔日一夜J，あるいは五;日一夜J，あるいは六 [0一夜]，あ

るいは七日七夜にわたって作;なすべきである。その者がもし七百七夜にわたって心を散乱せ

ず，然長寿如来を作窓すれば，彼は七日七夜を満たし終わってから， 1笠尊・如来・無丞寿を

見る。彼がもし日中かの役J).~ を見なければ，彼がi援|眠中の525に，かの役尊・如来・ 1収益寿の
御顔が現わされる。J

E当該箇所の党本は未発見。漢訳の対応;筒所は以下の通りである。〔淡訳]後j奨月氏三政支

袋迦談訳?般舟三IJiミ絞~ (大IENo. 418， pp. 905a) ，後漢月氏三政支裳迦議訳「イム説殻舟三1腕ミ
経(大正 No.417， pp. 899a) ，失訳?抜殴菩薩経(大IENo. 419， pp. 922a) ，階天竺三日夜間那

脳多ilf{[1大方等大袋経賢護分(大正 No.416， pp. 875c) 
38) ここでは試みにデルゲ版(東北 No.676)をもとに北京版(大谷 No.363) との相違を確認

した。しかし例えば語尾末尾の遠い，長音の有然、，母音のあて方など問題点が多々存在し，

tZ-写成語からま確な還うをは邸主Wtである O またj絞訳冒頭には rsha ba le / a ba le /Jとあり特に

前半、haba le / Jの意味は不明であるが，対応する渓訳「婆隊(二) 阿婆毒症(三)Jから

iba le / a ba le / (力ある者よ，カなき者よ)~とかろうじて理解できるごとく，原諸の想定す
らままならぬ箇月ifもある。こうした問題のため，現代諮訳は見合わせた。しかしこの陀緩A
が虚安や鼓音の例えを用いて，無死す滋の法ゃそうした法を説く fムの性格を主題とし極楽

や寿命の母IJ合に言及するものであることは切らかである。
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pra sa da ni) / tsa twa ri a rya sa tya pra sa dha ne (P. tswa twa ri a rya sa tya pra sa dha 

ni) / tsa twa ri ma rga bha ba na pra sa dha ne (tswa twa ri ma rga bha na pra sa da na) / 

ba la bi rya pra sa dha ne (P. ba la bi rya pra sa dha ni) / dha rma tstshe da ne (P. dha 

rma tshe dha ni) / ku sha le / ku sha la ni rde she (P. ku sha la ni de sha) / ku sha la pra 

ti平hthane (P. 1m sha la pra ti号hthani) / bu ddha ku sha le / bi shu ddha pra bha sa dha 

rma ka ra l).e (P. bi shu ddha pra bha / sa dha rma ka ra ni) / nir dza t巴(P.nir dza ti) / nir 

bud dhe / bi ma le / bi ra dze / ra dza se (P. ra dza sa) / ra sa gre (P. ra sa gre) / ra sa gra 

ba la (P. ra sa gra ba le) / ra sa gra / a dhi号hthite / 1m le pra ti ku le / bi ku le / da nte su 

da nta ci tte (P. dhan to su dhan ta tsid t巴)/ su pra sha nta tsi tte (P. su pra sha na ta 

tsid te) / su pra ti号hthite (P. su pra tiゆthate) / su le su mu khi / dha rme tsa dha rmeJ:! 

/ ba le tsa ba le / a nu sha a ba le / bud dha a ka sha gu平e/ bud dha / a ka sha nir gu l).e 

(P. bud dha a ka sha gu l).a bud dha / a ka sha nir gu l).i) / a mr ta dun du bhiJ:! swa re swa 

ha/ 

E.大正No.370，pp.352cll同353a7

仏は比丘たちにお告げになった。 fどうして名前が「鼓音声王大陀羅尼」というの

か，私はいま説こう。あなた方は良く聞きなさい。Jと。?はいわかりました。教えを

受けます。」と。そのとき世尊は:次のような]陀羅尼をお説きになった。

「多秋他(一) 婆離(ニ) 阿婆離(三三) 裟摩婆羅(田) 尼地響(五) 院関多擦

(六) 現茂邸(七) 泥茂会(八) 罷羅婆羅事駄禰(九) 宿依波時開地宥(十) 阿

弥多由婆離(十一) 阿弥多蛇伽婆眠時隷(十二) 阿弥多蛇波緯裟陀禰

浮提(十四) 阿遊舎促浮陀(十五) 阿迦会肥提者(十六) 阿迦舎提閤暗(十七)

問迦舎久舎離(十八) 阿迦舎達箸尼(十九) 阿迦舎提11他禰(二十) 寵波i児提者

噌鼓誼泥勢(二十二) 遮渥附達摩波羅裟河禰(二十三) 遮唾病問利蛇裟

帝蛇波羅裟陀祷(ニ十四) 遮埠剰末伽婆那波羅裟陀禰(二十五) 婆緯毘梨耶波羅裟

陀禰(ニ十六) 達摩坤他檎(エ十七) 久舎離(二一十八) 久舎羅腿提琴(二十九)

久蓉羅波羅暗1I(il!禰(三三十) 仏陀久奪離(三十一) 毘仏陀波羅波斯(三十二) 達摩

迦羅播(三十三) 腿専時(三三十四) 暁浮提(三十五) 毘摩離(五十六) 毘羅閣

(三三十七) 関(三三十八) 羅斯(三十九) 羅裟岐(四十) 羅裟伽羅婆離

(四十一) 羅裟伽羅阿地H他瀦(四十ニ) 久舎離(四十三) 波羅時久会離(四十四)

毘久会離(四十五) n他暗(四十六) 修陀多至I袴(四十七) 修波羅舎多歪I時

(四十八) 修波羅時痴 I宥(四十九) 修離(五十) 修白金(五十一) 達時
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(五十二) 達達時(五十三) 離婆(五十四) 遮婆離(五十五) 問完舎婆離

(五十六) 仏柁迦舎院議禰イム陀迦舎装檎(五十七) 裟婆阿(五十八)，と。

F. 東北 No.676， Ba. 221b7-222a5，大谷 No.363， Ba. 255a7-b5 

比丘たちょ争{言する良家の息子 (D.222al) または良家の娘[の或る者にし

てJ，無死鼓音声王~ ('Chi med rnga sgra'i切 'alpo) といわれる詑羅庖を，示したそ

の通りに韻語する者は，浄らかな衣を着て，清浄で、無垢な土地において，無量寿如来

に対して撃と香によって供養すべきである。菩提鹿の蓮華の住処と，菩提樹の円満を

もまた作意すべきである。それに対してまた願望を生じさせて，願望と浄信をなした

ならば，かの無量寿如来の仏国土に生まれるであろう。比丘たちょ，無量寿如来の樹

木の王，すなわち r宝蓮華の光明 (Rjnpo che'j padma rnam par snang ba) といわ

れるかの桜木は筆と果実が円満で、ある39)。

産においては，清浄であり明るく賢れており兵吉祥光明 (bkraba'j 'od zer 

can) といわれたくさんの宝石が取り巻いた，その所に無量寿如来が住しておられ

る。 無数の菩躍の集いが取り巻いて

いる。

浄{言の子息あるいは子女誰であれ，信解 (mospa) と浄{言 (dadpa) と尊敬 (gus

39) 菩提樹の間有名諮などはく~ur; :r;立系手続) (阿弥陀経〉には見られない。この記述は，ニンマ
派の学的ドォトゥプチェン 3t止ジクメー・テンベーニマ (rDogrub chen gsum pa 'Jigs med 
bstan pa'i nyi ma， 1865-1926)の子宮ご極楽!主!ことに関する話 一替の収穫物を増長させる大きな
夏祭の[震が I鳴り響く音声 (bDeba can gyi zlzing las brtsams戸a'igtam -----<iGe戸a'i10 thog 
spel byed dbyar slzyes sprin chen glal ba'i sgra dbyangsー)にヲ!斤jされている (cf.手11訳〉梶涜
[2002J p.639) 

40) 渓訳文j応筒所 l主?阿弥陀仏は大宝花[のJ~J に結力nfè!ミ坐しておられる。二[人の~滋が
いる。人め(ì] 観世音という。二[人め;記大勢至という。このこ~援は〔河弥I~と仏
の]左3むにつき従い立っている (p可功、i?とイム，於大宏花，結劉欽:61':0 ヰI二子5陸。~;gl 観!翌:王子，
二名大勢至。 是二菩薩侍立友布)J である。ここには阿弥陀仏を "1'心に右脇If.与に観 I~l 在，左
!協Ifij に大勢三去を配したいわゆる?阿弥陀三:K\{J が説かれる。く~!U防法寿経〉諮ヌド l土 1可れも観自
在1守護，大勢至~陵を阿弥陀イムの各属として挙げるがそれ以上の詳細な記述はない(※ 1)0
ところで米関ヴィラノーん博物館にはお脇f1î'をタとった阿弥陀仏，観音fØ際の二~}のガンダー
ラfム(三l止紀以後)が所蔵されている。ここの布!協侍は恐らくは勢三三菩隊と考えられるが，
ガンダーラを含むインドにおいては宝?阪を載せた勢奈苔i遂の図像は確認できないため，阿弥
陀三三主主か否かは正確には不明とされる。またこの三尊(二尊)を除いてインドでは阿弥陀三
移{主確認されていないそうである(※ 2)。そのJJ:~米において当経当該filiiffrはインド関におけ
る阿弥陀三尊形式に触れる点が注目される。ちなみに成立泌がインド説と中央アジア説と分
かれる，劉宋亙良耳目舎訳?鋭然皮寿経(大JENo. 365， p. 342c) には ï:1~~iH:寿仏住立空中。
観 111:1ま大勢三氏是二大二iっNi':îl.左右j と当経淡訳と!司様の王立U~すな示す。
※1.予Vfs:JAshikaga [1965] p. 49， 1.9，歳訳]浄土宗全:ji}J 23， p. 296，漢訳 f云支m~訳
(大正 No.362， p. 308b) ， 伝支1J1迎il議員訳(大JENo. 361， p. 290a) ， t云J))t俗芸(1.訳(大IENo. 360， p. 
272b)，g提流支訳(大.IENo. 310-5， p. 97c) ，法賢訳(大JENo.363，p.323a-b)
※2. cf. '1，，;治 [1999Jpp. 124-125 
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pa)41)が多い42)彼:ら]は，そこ(極楽世界)に生まれるであろう。[すなわち7

金金玄挫五車盃主玄蓮華足立生士主主主五 43)。

F 大正 No.370， p. 353品目23

45 

これが f陀弥陀鼓音声王大陀羅尼j である。もし比丘，比丘尼清信士，清信女が

おり，常にまさに心からケ阿弥陀鼓音声王大陀羅尼Jを)受持し，読論し，説かれ

た通りに修行し， この陀羅尼を行い， まさに間二静な場所におちつき， 自分の身体を洗

浴し，新しい浄衣を身につけ，自素を食し，沼と肉そして五辛をロにせず，常に賛行

を行い，よい呑と花によって阿弥詑如来そして菩提EE，偉大な菩薩衆を供養し，常に

まさにこのように心を集中して思いをかけ，発顕して極楽世界に生まれることを求

め，努力して怠らなければ，その願い通りに必ずかの仏の世界に往生できる。そのと

き阿弥陀仏は大衆と共に宝でできた蓮華〔産]に坐っておられる。その〔極楽]

には濯木と林，花，果実が鮮やかに広がっており，入り混じり鵠られている。また一

等級の樹木(樹木王)がある。そよぐ添い土香しく，和らぎ~ftな音をw し， もっぱらこ

の上ない不可思議な法を説いている。また素晴らしい香(妙呑)があり，光明と名づ

けられている。いくつかの塗香も宝の香(宝香)である。阿弥陀仏は大宝花〔の座]

に結加欧主任しておられる。二〔人の;菩薩がいる。一[人め観世音という O ニ

〔人めは]大勢歪という。この二菩躍は cr可弥陀仏のおにつき従い立っている。

無数の菩躍がこの集会においてとりまき間遠している。もし[こうした様子を]深く

41) i1丈を三三種類;二分ける説明はインド的なものであり， i7uえばくIlf討議三十頭>vs. 10d-

llcにも見られる。本経のように igus pa 尊敬じを合んだJfjlYUとしては，ハリパドラ
(Haribhadra) 箸?宝徳j夜絞表絞の難語釈 CSkt.Bhagavadratna，玄U?20似たのagatha) の歳訳
([デノレゲ!坂]東北No.3792，Sh巴rphyin， Ja 5a2-3) に， J京文の 12a旬の i-dga' dang gus dang 

dad pa'i mchog C姿と敬と信の絞J二)Jを説明して，了1さは願楽すること Cmngonpar 'dod pa)， 
I敬は信絞すること (mngonpar yid ches pa)， {fF;1土敬の差別である。」という。

42) 淡訳対応箇所は?もし[こうした様子を]深く信じ，疑わなければ， (若能深信，無狐疑
者)i である。源信 F校生要袋三(?浄こf→宗全m!15， p. 89) では?鋭1!正赴寿経J が説く~誠
心，深心，廻l旬発願心の中から，深心を説明する恨拠のーっとしてき当経当該筒Frrが挙げられ
る。すなわち以下の通りである。
「向。既知移行総有四相。 Jt修行時用心云何。答。綴経云，若有衆生験生彼問者発三;綴心，
矧使往生。ーヨミ誠心，二深心，三郷向発閥、心。(仁1"国各)絞音声王経云，若能深心i!lfJlli疑者必
得往生。j

43) 渓訳対応、街所{土「七宝できたllimが (/1こ)自ずと現れ出る(七宗五s:{E，自然均HH)Jで
ある。 <1!悲長寿経〉の対応fi1i所は以下の通りである。
C'l'tヌjs:JAshikaga [1965] p. 58， 1.2， [絞訳]ご浄土宗会話 23，p. 310， ci英訳]伝康的鎧訳(火
1E No. 360， p. 278a-b)， 'iO 1楚流支訳(大lENo. 310-5， p. 100a)， 法主芝訳(大正 No.363， p. 
325b) 

この中で最もよく対応するのは伝康的銭訳である。すなわち以下の通りである。 r(若有衆
生， 切j信[仏智乃迩!険管， I乍諮功徳信心廻i旬。此諸衆生於七栄華ヰ，，~然イヒ{jコ }J rJ (蹴J)欽I沼主任)J 
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じ，疑わなければ，必ず阿弥陀[仏の]国[土]に往生できる。その

地は黄金であり，七宝できた蓮花が(/に)自ずと現れ出る。

G. 東北 No.676， Ba. 222a5悼 7，大谷 No.363， Ba. 255bふ7

比丘たちょ，比丘，あるいは比丘尼，あるいは優婆塞，あるいは優婆夷それぞれが

世尊無量寿如来の名号を浄らかに受持するならば，その者には火の恐怖は生じない。

水の恐怖は生じない。毒の恐怖は生じない。武器の恐怖は生じない。ヤシャの恐怖は

じない。ヤクシ γ の恐怖は生じない。[ただし]以前の業の果報がある者は誰であ

れ除外される。J

G. 大正 No.370， p. 353a23同26

もし問衆がかの仏の名号を受持し読請したならば，ないし水，火，毒薬，万杖の恐

怖までもがなくなり，さらにヤクシャ等の恐怖もない。過去の重罪と業障〔のある

者)を除いて，七回の生存のうちに必ず瀬いは成し遂げられる。」

H. 東北No.676， Ba. 222a7，大谷 No.363， Ba. 255b7-8 

世尊がこのように宜べられてから，彼ら比丘たちと，皆をふくめた各属彼らと，神

と，人と，陀修羅と，ガンダルパを含めた世間の者は歓喜して，世尊による御言葉を

讃喫した。

H.大正 No.370，p. 353a26-bl 

仏がこの「阿弥陀鼓音戸王陀羅尼jを説かれた持，無最の衆生は誰もが発願しか

の極楽世界に生まれることを願い求めた。その時にi!t尊は讃歎された。「すばらし

い，すばらしい。お前の顕う通り，必ずそこに生まれることができるj と。

仏が設き終わったのを開いて，天龍入部[衆:は嬬り上がらんほどに歓喜し，敬礼

し，この経典の教えを]大切に実践した。

1.東北No.676， Ba. 222a7拘bl，大谷 No.363， Ba. 255随時256al

なる (D.222bl)無量寿智の心呪j (，Phags pa tshe dang ye shes ~仰gtumedpα'i

snying po) といわれる陀羅尼が終わった。インドの親教師プンニャサンパヴァ

(PUI)yasaf)1bhava) と翻訳師パツァプ・ニマダク (Patshab Nyi ma grags) が翻訳し

た44)。
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1.大正 No.370， p. 353bl 

阿弥陀鼓音声王陀羅尼経
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